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概要： JAXA 相模原キャンパスに，宇宙探査実験棟の建屋が新しく完成した（平成 29 年 2

月末）．この新棟は，宇宙探査イノベーションハブの実験施設として，宇宙開発利用の技術

研究開発と地上産業のオープンイノベーションを推進するため，人員と実験設備を集約した

拠点となることを目指している．現在，建屋内の実験設備や装置の整備を行っており，同年

秋頃からの本格的な活動開始を予定している．本稿では，宇宙探査実験棟の概要や現状と今

後の予定を報告する． 

 

 

1. はじめに 

 宇宙探査イノベーションハブ１）は，JAXA の公

的機関としての強みを生かし，宇宙探査というフ

ロンティア分野を応用先とした地上産業イノベー

ションの創出と実践を担うため，JAXA 相模原キ

ャンパス内に平成 27 年 4 月に設置された．同年 6

月に，科学技術振興機構（JST）のイノベーショ

ンハブ構築支援事業に「太陽系フロンティア開拓

による人類の生存圏・活動領域拡大に向けたオー

プンイノベーションハブ」として採択され，情報

提供要請（RFI: Request for Information），並び

に研究課題募集（RFP: Request for Proposal）を

実施し*，平成 28 年度末までに計 40 件の研究を採

択した．多数の企業・大学・研究機関からの協力

者と共に宇宙探査を通じたオープンイノベーショ

ン事業を意欲的に取り組んでいる． 

宇宙探査実験棟は，宇宙探査イノベーションハ

ブの実験施設として，相模原キャンパス内の M-V

ロケット実機模型の背後の区画（雑木林）に建設

                                                  
* 第 3 回 研究課題募集（RFP）：平成 29 年 3 月 30 日 
～5 月 15 日，情報提供要請（RFI）：随時募集 

された．平成 28 年 3 月より土木工事に着工し，平

成 29 年 2 月に建屋工事が完了した．現在，建屋内

の実験設備や装置の整備を進めており，同年秋頃

からの本格的な活動開始を目指している． 

この新棟では，宇宙探査に関わる技術研究開発

とイノベーションハブ事業としての地上応用を実

施する実験施設として，様々な分野の人員が交流

する場所であると同時に，充実した実験設備を集

約した拠点となることを目的している．月・火星

などの他天体の地表面環境を模擬した屋内実験場

である宇宙探査フィールドは，世界的にも有数の

大規模な実験設備であり，国内にはなかった充実

した研究開発環境が提供できる．本稿では，宇宙

探査実験棟の概要や現状と今後の予定について報

告する． 

 

2. 宇宙探査実験棟について 

2.1. 宇宙探査実験棟の概要 

宇宙探査実験棟は，相模原キャンパス内の中央

部に建設され（図１参照），横 27m×縦 32m×高

12m の鉄骨造・地上 2 階建の建屋である（図 2 参
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照）．宇宙探査の技術研究開発のための実験室を多

数有する．主な部屋とその機能，配置を表 1，図 3

に示す．特に，宇宙探査フィールド実験室は，1-2

階吹抜の大部屋であり，探査機や探査ロボットの

多様な機能・システム試験，オペレーション試験

等が可能な多目的な屋内実験場である「宇宙探査

フィールド」（図中灰色部分）を持つ．宇宙探査フ

ィールドは，最も主要な実験設備であり，従来国

内にはなかった特別な機能を持つ（詳細は次節参

照）．この他に，宇宙探査フィールドに直結するよ

うに配置されたコントロールルーム（2 部屋）か

ら，探査ロボットの遠隔操作等の管制が可能であ

る．また，接近・着陸模擬や宇宙環境試験等が行

える実験室も併設され，準備室や会議室も備えた

多様で一貫した研究開発が行える．また，宇宙探

査フィールドでの実験の様子を見学できるよう 2

階の廊下には見学者用の窓を設けている． 

 

2.2. 建屋の建築的配慮 

宇宙探査実験棟は，次の様な建築的配慮を行い

充実した研究開発環境の提供を目指す．十分な基

礎工事や地震対策等の安全性，防音壁・吸音天井

の利用による快適性，ID カード認証によるセキュ

リティ区画を設けた信頼性，LED 照明器具の採用

や断熱工材の利用による環境配慮，バリアフリー

に配慮したユニバーサルデザイン等を挙げること

ができる．また，1 階エントランスから 2 階まで

の階段はガラス張りで，M-V ロケット実機展示と

M-3S-II ロケット原寸模型が眺めることができる． 

 
図 1： JAXA 相模原キャンパス構内図 

 

図 2：宇宙探査実験棟の外観 

 

表 1 ：各部屋名称と機能 
設置階 部屋名称 機能 

1-2 
吹抜 

宇宙探査フィ

ールド実験室 

屋内実験場「宇宙探査フィール

ド」を持つ．探査ロボット等の

多目的な試験・実験等を実施 

1 階 

コントロール

ルーム 1,2 
宇宙探査フィールドのロボッ

ト等を管制する． 

実験室 1,2,3 
接近・着陸模擬装置や環境試験

装置等の実験設備を有する． 

2 階 

準備室 
ロボットの組立・調整，データ

整理の実験の準備等を行う． 

会議室 1,2 
会議等を行う．パネル展示等の

会場としても用いる． 

見学用通路 
宇宙探査フィールド実験室の

見学を兼ねる通路． 

 

図 3：各部屋の配置 

 

3. 宇宙探査実験棟の実験設備 

3.1. 宇宙探査フィールドの概要 

宇宙探査実験棟の最大の特徴は，世界最大級の

常設屋内実験場である宇宙探査フィールドを有す

ることである．宇宙探査フィールドは，月や火星

等の他天体の表面環境を模擬した砂場実験場であ
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り，探査機・ロボットの多目的な機能・システム

試験やオペレーション試験等が可能である．図 4

に示すように横約 18m×縦約 22.5mの面積約 400

㎡からなる専用スペースに，ロボット実験でよく

用いられる砂（硅砂）を敷き詰め，平地部と山部，

砂礫部を設けた模擬地形実験場である．（現在，山

部・平地部の一部を造成し仕上げ作業を実施中．）

平地部と山部には，細かい硅砂（粒径 0.3～0.6mm 

90%以上）を 410 トン，砂礫部（図 4 手前の濃い

色の部分）には，荒い硅砂（粒径 3～5mm 90%以

上）を 15 トン用いている．平地部・砂礫部の砂の

深さは，約 50cm であり，山部の高い部分は 2m

程度となる．探査ロボットの総合的な試験・実験

環境等して十分な規模である． 

また，宇宙探査フィールド実験室は，全体が黒

塗りでカーテンを閉めると全体が暗室となる．天

井からの LED 照明の他，壁の固定の LED 照明に

よる斜めからの照明の切り替えが可能であり，移

動式で可変高（約 1～4m）の人工太陽照明装置（キ

セノンランプ）により，月惑星の特有の照明環境

を模擬することができる．空調・除湿機による湿

度管理も実施し，砂が湿度により劣化しないよう

品質保持にも配慮している．他に，屋内クレーン

（2.8 トン）やキャットウォーク（4m 高），作業

場兼通路（2m 幅）があり，実験場の作業性を高

めている．また，天井も高く，約 11m の空間が有

効となる．実物大の着陸機の落下試験や，ドロー

ンを用いた研究開発も想定している． 

 
図 4：宇宙探査フィールドの概略図 

3.2. 宇宙探査フィールドの目的と意義 

屋外実験場や，実際の自然地形に赴くフィール

ド実験は，広大なエリアを利用でき，複雑な土質

などの自然環境が利用できるため有効な研究開発

手段の一つである．一方，屋内実験場は実験場サ

イズが狭くなるものの，天候や昼夜時間帯に左右

されない一定の温度湿度・日照条件が利用でき，

特性の判明している管理された土壌（硅砂）での

実験，屋内クレーンの利用やキャットウォークか

らの地形計測・位置計測等，継続性・再現性のあ

る安定で充実した実験環境が提供できる．これら

の利点から，屋内実験場の利用は，優れた宇宙探

査の研究開発手段である． 

宇宙探査に限らないが，実際の大きさのロボッ

トやモジュールを用いる研究開発は，機械的特性

や各機器の組合せ確認等が行なえ効率よく研究開

発が行える．また，今後の月惑星探査は，従来の

ローバ単体による探査活動から，複数台のローバ

／ロボットを同時に連携させる協調探査が考えら

れている．更に将来，本格的探査で想定される拠

点基地建築では，複数台の大型ロボットによるモ

ジュール組立が有効と考えられている．これらか

ら，実サイズの複数台のロボットを同時に扱える

広大な実験施設が必要とされるが，国内には未整

備であった． 

宇宙探査フィールドは，屋内実験場の特性と十

分な広さを合わせ持つ重要な実験施設として位置

付けることができる．国内有数の実験施設として，

宇宙開発利用と地上産業のオープンイノベーショ

ンの研究開発の拠点として意義が高い． 

 

3.3. 総合的な研究開発環境の構築 

宇宙探査フィールドでは，実サイズの探査機・

探査ロボットの機能・システム試験，オペレーシ

ョン試験が可能である．探査・作業ロボットの平

地・山部・砂礫部での走行実験，複数台の探査ロ

ボット・作業ロボットの協調探査・作業実験，コ

ントロールルームを用いた遠隔操作，各種センサ
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の計測機能試験，着陸機からローバ降車システム

試験，探査ドローンの試験など，広い空間と高品

質の砂を用いた様々な探査ロボットの研究開発の

ための試験・実験が行える．また，組立式の高さ

3m 程度のヤグラ形状である着陸落下模擬装置が

あり，実物大の着陸機の落下試験も可能である． 

宇宙探査フィールドの他に様々な実験装置も整

備している．接近・着陸模擬装置（実験室 1）は，

縦横約 2m，高さ約 1.5m の可動範囲を持つ高精度

6 軸ステージにカメラ等の計測センサを取付け，

月惑星地形模型を撮影する実験装置である．月惑

星への周回・降下中の探査機の挙動がシミュレー

ションでき高精度航法誘導技術の研究開発が行な

える．掘削探査用実験槽は，性質調整を行った土

壌が充填された実験槽で，地中探査ロボットの研

究開発が可能である．また，複数台の熱真空チャ

ンバや恒温チャンバも整備しており，探査機器・

観測装置の耐環境性能評価が可能である． 

以上の様に，多種多様な実験装置を整備してお

り，宇宙探査の総合的な研究開発環境の構築を目

指している．各実験装置を組み合わせることで，

周回・降下・着陸・ロボット展開，ロボット探査

／作業など，一貫した月惑星探査のシステム試験

が可能となる．また，将来の月惑星ロボットミッ

ションが実施された場合，運用オペレーション試

験場としての応用も期待できる．  

 

4. おわりに 

現在，宇宙探査実験棟は，実験設備や実験装置

の最終的な整備を実施している．平成 29 年夏頃か

ら宇宙探査フィールドを用いたロボット等の実験

を試行的に開始する．毎年夏に開催される JAXA

相模原キャンパス特別公開での一般公開を予定し

ている．その後，本格的な実験棟の運用として，

宇宙探査イノベーションハブのオープンイノベー

ション事業の研究テーマや，JAXA の宇宙探査プ

ロジェクト等の研究評価や実証評価での利用を想

定している．また，実験内容の公開性によるが 2

階の見学用通路を開放し，実験の様子を見学いた

だくことも予定している． 

最後に，図 5 は，本格運用された宇宙探査実験

棟のイメージ図を示す．この図では，宇宙探査フ

ィールド上で様々な探査ロボット・作業ロボット

が協調探査・作業を行っている．その近くで，

JAXA やオープンイノベーション事業の企業・大

学・研究機関の研究開発者が連携した研究開発を

行っており，その様子を 2 階から見学者が見守っ

ている．この様な理想的な活動が行えるよう，関

係者一同，準備を進めている． 

 

 

 
図 5 宇宙探査フィールドの本格運用のイメージ 
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